
サブ課題C 地⽅⾃治体のヒューマンリソース等の戦略的活⽤

トンネルの維持管理の効率化・⾼度化

北陸地⽅の市町村管理トンネルを対象に、維持管理上の課題を踏まえた効率化・
⾼度化の⼿引きを作成し、管理者・実務者の教育・育成に資することを⽬的とする。
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実証実験の結果 実証実験では、4つの点検⽀援技術を⽤いて覆⼯⾯を画像計測し、近接⽬視結果と⽐較した。

交通需要

⽼朽化 災害リスク

代替道路

廃道・廃⽌編
バイパスなどの代替路が完成した場合、既存トンネルでは廃道・
廃⽌の措置判断が必要となることがある。廃道・廃⽌編では、交
通需要、代替道路の有無、⽼朽化、災害リスク、維持管理負
担等を踏まえて判断要素を整理し、⾏政⼿続き、関係機関協
議、住⺠・地権者説明、占⽤物件処理、廃⽌後の管理⽅針ま
でを実務⼿順として⽰す。

背景
従来のトンネル定期点検は、5年に1回、近接⽬視や打⾳を基本に実施されている
が、現地作業の負荷、交通・安全⾯への影響、点検品質のばらつき、記録作成・保
存の継続的な負担がある。
また管理者側においては、⼈材・予算不⾜により、措置の意思決定や計画的な管
理、気象条件含め突発的な劣化など、不安材料が多い。

実証実験
能登半島地震によって被災した「宇出津第三隧道」をモデルトンネルとし、複数のト
ンネル点検⽀援技術により、各変状検出結果を⽐較・照合し、適⽤条件、品質、コ
スト、⼯期等の評価及び⼤災害時における⽀援技術の適⽤性の判断・実証を⾏う。
実証実験では、モデル市町の職員やその委託業務として従事する地元コンサルタント
にも公開し、⼈材育成プログラムとして活⽤する。
【モデルトンネルの状況】

⻄⼝坑⼝部 東側坑⼝内部 東側坑⼝外部

・ 能登半島地震の影響を受け、東坑⼝のり⾯が崩落
・ 現在通⾏⽌めとなっている。
・ 東坑⼝部の坑内は、⼟砂や落⽯が堆積
・ 特に東側に向かって左側に外⼒性のひび割れ等が発⽣
⇒地震時偏⼟圧の影響を受け、⼤きなひび割れ発⽣

限られた予算・⼈員の中で、点検を効率かつ確実に実施する

①状況把握 ②時系列管理 ③定量評価 ④措置判断

点検⽀援技術︓画像撮影＋解析
重点箇所の早期把握・⾒落とし防⽌・記録の⾼度化・判断精度の向上

点検⽀援技術の活⽤と導⼊指針
管理者の責務

導⼊時の確認事項

品質 コスト ⼯期 仕様 調達⽅法

北陸SIPの実証実験

費⽤対効果
の確認

【コスト・⼯期の結果】

【コスト】

【⼯期】

道路トンネル維持管理便覧より

点検・措置編
点検措置としては、まず画像や⽬視により現状の変状と進
⾏状況を把握する。次に、外⼒、材料・施⼯、漏⽔・劣化
などの観点から変状原因を特定する。そのうえで、原因と
変状規模に応じて、補修・補強、はく落防⽌、漏⽔対策
など必要な対策を検討する。

画像により現状把握

変状原因の特定

対策の検討

実⽤的な
導⼊

⽀援技術として有効

しんちゃん先⽣ミルちゃんマナビタモツくん

北陸SIPは、産学官連携で⾏っているプロジェクトです。
タモツくん（⼯事担当）マナビ（役所職員）
ミルちゃん（点検担当）しんちゃん先⽣（宮⾥教授）
の4⼈が⼿を取り合って北陸地域のインフラ維持管理を⾏っていきます。

偏⼟圧による変状の模式図
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